
令和 課

さしく持続可能な都市

の

交通体系の構

築を目指

主

す。

主たる内容

・幹線

な

道路に関する調査検討

事

・刈谷市都市交通戦略

業

の改定検討

1

令和  6 年度 都市交通課の主
一

な事業

一般会計

公共

般

交通再編事業
予算額 4

会

2,526 千円

目的

 
計

  公共交通の更なる

都

利便性向上を図るため

市

調査及び

分析を行い、

交

運営手法を検討する

主

通

たる内容

・バス運行計

計

画の路線・ダイヤ等の

画

検討

・デマンド交通の

調

実証実験

1

令和  6

査

年度 都市交通課の主な

推

事業

一般会計

公共施

6

進

設連絡バス運行管理事

事

業
予算額 409,01

業

6 千円

目的

　市内公

予

共施設等を結ぶ連絡バ

算

スを委託運行し、公

共

額

施設利用の利便性の向

4

上を目指すとともに、

4

広く

一般市民、特に交

,

通弱者と言われる高齢

6

者等の積極

的社会参加

年

5

と、渋滞緩和や環境負

0

荷低減等の観点か

ら、

千

通勤通学の利用を促進

円

する。

主たる内容

・公共施設連絡バス「かり

目

まる」の運行

・バスロ

的

ケーションシステムの

　

運用

1

令和  6 年度

都

都市交通課の主な事業

市

一般会計

公共施設連

度

交

絡バス停留所整備事業

通

予算額 3,800 千円

戦

目的

　公共施設連絡

略

バス停留所の待合環境

に

を整備する。

　

主たる

基

内容 

・バス停照明整

づ

備  

・バスロケーシ

き

ョンシステムモニター

、

購入費

1

令和  6 年

交

度 都市交通課の主な事都

通

業

一般会計

公共交通

の

利用促進事業
予算額 2

円

,317 千円

目的

 

滑

市民のおでかけ機会の

化

創出及び「かりまる」

を

の利

用促進を図るため

目

、イベントや啓発を行

指

う。

主たる内容

・アプ

し

リを活用した利用促進

た

イベントの実施

・公共

市

道

交通の利用促進や先進

路

技術を体感でき

  る

計

啓発ブースの出展等

 

画

 

1

令和  6 年度 都

及

市交通課の主な事業

び

一般会計

地方バス路線

移

維持費補助事業
予算額

動

15,000 千円

目

手

的

　乗合バス路線を維

段

持することにより、愛

交

の

知教育大

学学生の通学

適

手段を確保するととも

正

に、北部地域と

刈谷駅

化

周辺への移動の利便性

を

向上を図る。

主たる内

推

容

　刈谷・愛教大線維

進

持費補助

1

し、“

通

ひと”

と“環境”にや



令和 課

る内容

　ユニバーサル

の

デザインタクシーを購

主

入するタクシ

ー事業者

な

に対する補助金の交付

事

。

2

令和  6 年度 都 業市交通課の主な事業

一般会計

ＪＲ刈谷駅総

一

合改善事業
予算額 86

般

1,591 千円

目的

会

　ＪＲ刈谷駅の通勤・

 
計

通学時等におけるホー

ユ

ム等の

混雑を解消し、

ニ

安全性の確保及び利便

バ

性の向上を図

る。

主た

ー

る内容　

　ＪＲ刈谷駅

サ

の改良を行う東海旅客

ル

鉄道株式会社へ

の補助

デ

2

令和  6 年度 都市

ザ

交通課の主な事業

一

イ

般会計

公共施設サイン

6

ン

整備事業
予算額 28,

タ

800 千円

目的

 市

ク

民及び来訪者に対して

シ

、主要な公共施設の位

ー

置

を適切に案内し、安

購

全かつ円滑に移動でき

入

るように

する。

主たる

予

内容

　刈谷駅周辺の誘

算

導案内サインの整備を

額

行う

2

令和  6 年度年

2

都市交通課の主な事業

,

一般会計

都市交通施

4

設整備基金積立事業
予

0

算額 11,682 千円

0

目的

　道路、橋りょ

千

うその他の交通に係る

円

施設（都市交

通施設）

費

を計画的かつ効率的に

補

整備するために積み

立

助

てを行う。

主たる内容

度

事

　基金積立（道路関連

業

、公共交通関連）

2

目的

  親子連

都

れ、高齢者、障害者を

市

はじめ、誰もが快適

に

交

利用できる交通環境の

通

整備を推進する。

主た


